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I.目的
BRDF （方向刷辰射特性〉観測システム在構築するにあだり．新型UAVに近赤外カメラをi昌践し
てNDVIを計算..，る
2筒景
ロ書くの植主I手．非等方猷乱体である．このため人事汚聞から観測すると太陽方自角．太陽天
頂角九観測巧位角．観潤天頂角の四つの条件によって．物体の各渡畏帯の反射寧が変化曹
る．これを方同期反射時住町－fa岡山131Ren倒刷回D,str，加，；刷Funci,on,BRDF）と日書15i.
しかし，樋宝のBRDFは観刻事例が＋分でなく，各値宝帯でBRDFがNDVIに与える.，.がどの裡
度になるかl草明らかになっていない〈畏谷川ら2似凪 B＇＊リモートセンシング学会施）
J.憲様
衛星観鴻におけるBRDFの影・の問題に限り組むために観測$例を憎や菅ことが霊褒である
ロ観測のlilf怪から地上野局に基づくBRDFの観測事例ほほとんどなれ新型UAV吾用いたBRDF
観測システAを偶鈍することで観測事例を憎やしていくことができる．
4.研究の流れ
ロ熊本県高森町の時帯在苅象とし、およそ200n，×10伽の瑚査範囲において，以下に示曹3つの
データからNOVI善計・し.t.硲しだ．
・ 新型＇UAVに近赤外力メラを！Il目して諒綜を楓I,した函悔
• A凶町AVNIR2の衛星データ
• Terra/ASTERの悔璽データ
ロ 調査範囲内に20m×2蜘のコドラートを5つ股定い以下の3つの巧法でLAI盗駐車した．
・ 毎木調査、アロメトリー式
• LAl-2α珂
・ 室実写真
5.使用したデータ
ロ 2010年9月17日のAL0SIAVNIR2の衛重デーヲ
ロ 2011年9月7日のTena/ASTERの術室デーヲ
0 2012年9月6日のUAVに近赤外力メラで輝君Eし足薗繰
戸忌と輔
UAVの飛行高度I孟約2曲mで．主意興の赤い砕で示したように7絞纏膨することができだ
黒い枠で示し疋4箇所で毎木調査・LAl-2α同・主天害関でL¥I在野出しだ
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図1 衡霊園陸より現出したNDVI
(a）宮英1にお円る飽点字
図2 υAVから聞出し疋NDVl(lO日毎9月6目a・I,)
口組盃鐙盟企凶辺恒
・衛星画憶は.UAVでII~でき疋範囲約200×1仙nでat算した．
• UAVの画悔は JIiiできた7般約珂×40mでそれぞれ計算した．｛褒I)
• AL0S/AVNIR2より算出したNDVIのコドラート平均値はO同4であった
• Te,市／ASTERより持出したNOVIのコドラート平均値ほ0611であつだ．
・UAVI草衛星函館よりNDVI在約02過大評価していた
・4綿 偏差はUAVの方が術霊園織と比べてolト 016程度高くなった
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• NDVIは理舗的に隠・I～oの簡をとる．
0.S71 
O.S35 
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0.693 
・ヒストグラムを見ると．赤い織で示したように分布しているように見える．
・・・量
0.025 
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0.1冊。IS!
0.166 
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0.10 
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・近赤外力メラで．絞りの関係からサチコレーシヨンが起きている可能性がある．
・赤い丸で示したように、 一部のピクセJしで・1の簡をとっている．
・これは．影の部分の蝕射の絶対量が少ないことがひとつの要因ではないかと考えられる
2α以:1J
ぽ泊∞
1αXXX) 
g以:1J
5 
／＼ 
0 
図3 NOVIのヒストクラI.,(UAV5) 
畑査コドラートのLAI
コドラートは．客員1のCl• C2 ・ DI ・ 02の4地点とし．すべて20×2加である．
LAl-2＜刷や．全実写真で求めた蝿合.Cl・Dl1J＇高い箇吾示した ．
？ロメトリー式から求めた燭g,Cl・C2が高い値吾示しだ
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図， Cl出点の樹木位置
表2 m量コドラートのLAI
写関2 Cl埠点の主主宰関
lA’ LAI LAI 10，ト•J- 7目外•J- 胸高直世 窓世｛凶X間）
岨圏限定 ｛凶日開。｝ ｛会天写真｝ (BDHのみ｝ (BO”とHe同州） (cm) 
c, 7.07 5.3' 7.071 7.12 8.66 25.3 
C2 5.71 4.32 4.530 6.88 7.95 23.0 
01 8.17 601 5.711 5.84 5.97 20.5 
02 5.42 ‘79 5.466 3.14 3.25 13.8 
7まとめ
口近赤外力メラから計算しだNDVlと．衛星画雌から算出したNDV1在比駁した．
0 近赤外力メラから算出した方が， NOVI聖書官0.2過大評価していた．
ロ これは．近赤外力メうがサチコレーションを起こしているためだと害えられる．
8今後の課題
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ロ極主燭獄から寮面構箔叡を健定することを杭み疋が．近赤鼻力メラで計算したNOVIの値が
慢し＜.BRDF観測システ凸の相場1l!まで歪らなかった．
ロ近赤外力メラでほ股射精度蛮演を行っていない．マルチヌベクトルの政射atで閣時観測を
行って蜜幾式在作成する邸要がある．
